








要約:出生児のサイトメガロウイルス(CMV)感染症は,特に母体初感染時が重篤な障害を生

じ,母体の抗体保有率が約 5 割と低い欧米では大きな問題となっている.一方,本邦では従

来ほとんどの妊婦が抗体陽性であるために,妊娠中の初感染が生ずる可能性は少ないとさ

れてきた.しかし,一般に生活水準の向上は感染症の減少,すなわち抗体陰性例の増加をも

たらすといわれる.そこで.本邦における最近の妊婦の抗体保有状況の変遷と妊娠中の初感

染率を求めた.石川県立中央病院産婦人科外来において 1980 年～1992 年にわたっておこ

なわれた妊婦の初回採血時の5723血清のCMV-CF抗体価を調査した.また最近6年間の2701

例では年齢分娩回数別に抗体陰性率を比較した.妊娠初期の CF 抗体陰性率は 1980 年では

7.0%(13/185)であったが.その後 1985年,1990 年には各々 14.2%(84/590),21.6%(106/491)

と上昇し,1992 年では 22.4%(105/468)に達した.また,1987 年から 1992 年の 6 年間で抗体

陰性率を検討すると,初産妊婦の場合では年齢が若いほど高く,出生年が 1950 年代では

19.O%(35/184)だったが,1970 年代では 32.5%(13/40)であった.また,分娩を重ねるごとに

抗体陰性率は低下し,初産婦は 25.1%(306/1221),3 経産以上では 9.1%(5/55)であった.ま

た，抗体陰性例の 6.7%(39/582)が妊娠中に陽転し,これは妊婦全体の 1.3%に相当した.近

年,特に若年の妊婦では CMV 抗体保有率は 6割台を示すなど,本邦妊婦の抗体保有率は急速

に低下してきており,これは欧米に近似した抗体保有状況の様相を呈している.したがって

今後特に重症型を含めた新生児 CMV 感染症の発生率の上昇が予想され警戒を要する.


